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はじめに
　1918年鈴木三重吉によって創刊された児童雑誌『赤い鳥』は、今年創刊百年を迎え、各地
で記念の催事が行われ、再評価の動きもみられる。『赤い鳥』創刊の地、豊島区でも昨年から
今年にかけて記念事業が行われ、豊島区立目白図書館では展示室を設け、アートスペースに雑
誌などが並べられていた（写真）（1）。また、「赤い鳥社・鈴木三重吉旧宅跡」には、豊島区教育
委員会が標識を設置している。広島市立図書館のホームページの特設リンクの一つに「鈴木三
重吉と『赤い鳥』の世界」があり、2009年３月付で広島市立中央図書館が同館所蔵の鈴木三
重吉関係資料の紹介、三重吉の年譜や作品紹介、『赤い鳥』の紹介、さらに作家索引を掲載し
ている（2）。
　『赤い鳥』は、1918年７月創刊号から、1929年３月号まで
127冊と、1931年１月復刊号から1936年８月号、鈴木三重吉
追悼号の同年10月号までの69冊刊行され、全196冊が日本
近代文学館から復刻され、1979年の復刻版には、解説・執
筆者索引が付されている。同誌は、児童文学成立に大きな役
割を果たしたこともあり、河原和枝『子ども観の近代：『赤
い鳥』と「童心」の理想』（3）をはじめ、数多くの先行研究が
ある。それらの大半は、『赤い鳥』に掲載された作品研究で
あり、児童文学、童謡などについて、文学的視点からの研究
が多い。
　ジェンダー研究として、峠田彩香「近代的「子ども」像と
「女児」への一考察─雑誌『赤い鳥』の分析から─」がある。
内容は、「童話」・「幼年読物」・「低年読物」、かつ創作作品で、「子ども」を主な登場人物とし
た作品253編の分析を行っているが、これも作品研究である（4）。また、同誌投稿欄については、
仲本美央「『赤い鳥』の読者投稿欄に関する研究」（5）がある。
　『赤い鳥』「綴方」については、木下紀美子「雑誌「赤い鳥」入選綴り方作品の基礎研究」（6）
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があり、学年別、男女別、都道府県別、年ごとの地域別、学校別、個人別調査を行っている。
上田由美「「赤い鳥」綴り方の研究─文芸的リアリズムの確立を中心に─」（7）は、鈴木三重吉の
綴り方方言論に触れ、文芸的リアリズムに焦点をあて、「生活綴り方」との違いについて論述
している。また、小寺慶昭「「赤い鳥綴方」の研究」では、鈴木三重吉の綴方観を分析し、「子
ども達の生き方といかに結びつけて指導していくべきかとの課題を残した」（8）としている。
　『赤い鳥』「綴方」が鈴木三重吉の児童観、文芸観に左右され選択されたものであることはも
ちろんであるが、1918年から1936年という戦間期に子どもたちが、自身の手で何をどのよう
に表現したのか、そこに子どもたちの生活が息づいており、子どもの日常や意識を分析できる
貴重な資料である。本稿では、まず、『赤い鳥』「綴方」の内容・題材を紹介し、次に特に子ど
もたちによって描かれた「家族」に焦点をあて、戦間期の子どもたちにとっての「家族」を分
析することを目的とする。なお、「子ども」を対象としたため、尋常小学校児童を中心とし、
高等小学校児童の作品も若干取り上げたが、女学校・中学校生徒の作品は除いて考察した（9）。
一　『赤い鳥』「綴方」の内容
　『赤い鳥』「綴方」（10）は、木下紀美子によれば、作品総数は1200編で、尋常小学校５・６年生
が作品全体の約半数を占め、「男女別では、第１期なかば（大正11～13）より、女子の作品数
が増加し、第２期には、男女の数的差が大きくなっている」（11）という。『赤い鳥』投稿・通信
執筆者の地域は、沖縄を除く３府１道42県で、「志那」・台湾・朝鮮・樺太・北米・ベルリン
から寄せられている（12）。
　「綴方」の中で、題材として最も多いのが、「家族」に関しての作品であり、広島市立図書館
の索引で調べたところ、333編であった。作品総数は1200編ということなので、４分の１以上
が家族関係である。本稿は「子どもたちが表現する家族」をテーマとするが、まず、この章で
は「綴方」の全体像を概観し、特徴的な作品も紹介しておく。
　作品の題材は、子どもたちが日々通う学校（先生・授業・綴方・教室・遠足・運動会・お弁
当など）について様々に描いている。試験についての女子の記述もある。
 ①　岡田淑子（尋５）（13）「地理の日課」
 「きのふ地理の日課がありました。第一に、中部地方の都会の名を十かけとおつしやいましたので、
私は一心に考へましたら、ちやうど十かけました。（略）急いで書いたものですから、九つしか
ありませんでした。もうこれで二学期の地理は九点の甲にしかなりません。私はどうして十点を
とらなかつたのだらうかと、うつかりしてゐたことが悲しくてなりません。」（２巻３号、1919
年３月）
　次の作品により、学校に野球の道具があり、野球をしていたことがわかる。
　　②　五味重郎（尋５）「ベイス・ボール」
『赤い鳥』「綴方」にみる子どもたちが表現する家族
─ 93 ─
　　「先生が「この組だけでベースをやる」と言はれたのでうれしかつた。（略）まだ学校のミツトで
やつた事がないからうれしくてうれしくてたまらなんだ。（略）次はアウトでチエンジになつた。
（略）三たい一で、二つ勝つた。バツトやグラヴをしまつてかへつた。」（５巻３号、1920年９月）
　友だち（けんか・うそ・かくれんぼ・ごっこあそびなど）についての記述もあり、遊びや生
活がわかる。次の作品は、クラスメートについての描写である。
　　③　河合俊雄（尋２）「ぼくの組の生徒」
　　「伊藤君は、きやうしつにはひると、わらつたりふざけたりいろんなことをします。二人でにら
めつこをすると、伊藤君は、したをだして、かほにしわをよせるので、をかしくてぢきにわらひ
ます。（略）結城くんは、あせとおしろいくさいです。ゆうきくんは、ほそながみたいです。ゆ
うきくんは、えんぴつをくはえて、うふんうふんといひました。（略）田中君は、あばれると人
をぶつたりひつかいたりします。ふざけると、うめのたねをひたひのところへやつて、それをな
めます。」（１巻１号、1918年８月）
　家の近所での友達との様子を描いた作品もある。
　　④　佐生しげ（尋５）「さんま買ひ」
　　「おかちやんと、おとつちやんがお店で話をしてゐた。（略）帳面をひろげて見ると、さんま五つ
と書いてある。（略）お好ちやんが笑ひながら「しげちやん、こんどはさんまと言つて買つて見な」
と言ひました。（略）」（11巻１号、1923年７月）
　種々の季節行事（餅拾い・どんど焼き・節分・おひなさま・月見・かま焼き・桑つみ・お祭
り・お彼岸・寺参り・相撲見物など）も登場する。また、えび取り、雀取り、魚釣り、さつま
芋掘り、筍掘りなども子どもたちは行っていることが作品からわかる。次は「歌会」という京
都在住女子の作品であり、このような階層の子どもの作品も掲載されている。
　　⑤　山上翠里（11歳）「歌会」
　　「昨日は私の家の歌会でありました。一番初めに冷泉伯爵様がお出でになつて次にたくさんの方
がお集まりになりました。それからおざしきで「七夕」といふ題をお父様がお出しになりました
ので、お人様は皆およみになりました。（略）あとで皆様は沢山のうちはに絵や歌をかいて、ひ
ともしごろに皆おかヘりでした。」（３巻６号、1919年12月）
　お彼岸は、何作か書かれており、次はその一つである。
　　⑥　小見山喜美子（尋３）「おひがん」
　　「けふおひがんでしたから、私はお母さまと、おばあ様のおはかにまゐりました。それから私は、
おひがんのくばり物を、をばさんのうちにもつていつてあげました。」（２巻２号、1919年２月）
　動物（蛙・ウサギ・犬・猫・馬・牛・ひよこ・鶏・蛇・ネズミ・たぬき・山羊・ドジョウ・
亀・インコ・あひる・ひな鳥・すずめ・カナリヤ・つばめ・からす・九官鳥・魚・かまきり・
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ありなど）は、花や樹木、野菜などよりもはるかに多く描かれており、自然の中での動物との
触れ合いや、また家畜、ペットとの関係が深かったこと、子どもたちの関心が高かったことが
わかる。
　次に、父と動物園に行き、「インコ」が飼いたくなったという話と、飼っている馬の怪我に
ついての作品を上げておく。
　　⑦　小池千代子（尋５）「インコ」
　　「この間の日曜に、お父さんにつれられて、天王寺公園の動物園へ行きました。たくさんの鳥が
居ましたが、その中でもインコといふ赤い鳥が一番きれいでございました。（略）家へ帰つて、
お母さんに「インコを買つてちやうだい」といひました。」（１巻３号、1918年４月）
　　⑧　黒川あい（尋６）「馬の怪我」（賞）
　　「日はもうとつぷりとくれて、ところどころの家からはちらりちらりとあかりが見えて来ました。
（略）馬屋へいそぎました。行つて見ると、馬は格子の中へ足をふんごんでしきりにもがいてゐ
ます。（略）馬はひよつと足をひきぬいて起きあがり、びつこをひきながら馬屋の中を一まはり
まはつてひゝんとなきました。」（９巻６号、1922年12月）
　日常生活の中での特別な出来事や、家の周りの情景を描いた作品もある。次は、女子が自身
の自転車の練習の様子を書いている。
　　⑨　長谷川きみ（高等２）「自転車のけいこ」（賞）
　　「私は夕方自転車のけいこをした。もう横から乗れるので、上から乗ることをならつた。（略）横
たの方へかぢを取つたら、足がはづれてハンドルがくれくれとして、かちやんとひつころがつた。」
（11巻３号、1923年９月）
　また、鈴木三重吉が「特賞」として選び、「無邪気なユーモア（軽い滑稽感）のある、かは
いらしい作品です。（略）あの井戸端だけの描写でもつて、漁師村の全生活そのものがくつき
りと写し出されてゐます」と評した作品を紹介する。
　　⑩　草間なみ（尋６）「井戸のそば」（特賞）
　　「私の家は、大井戸のすぐ傍にあります。お天気の日は朝早くから洗濯の人が幾組も集つて、世
間話や漁の話を、大声でしては時々笑つたりするので、朝寝ぼうなんか、とてもしてゐられない
位です。（略）「男が漁に出なくつて家がごたごたして仕方ない」の、「子どもが外で遊ばないで
かはいそうだ」のと、めいめい思つたことを言つては通つて行きます。」（11巻１号、1923年７月）
　伝染病や災害（暴風雨・雷・火事など）も作品に描かれ、特に火事について多いといえる。
次は、チフスが流行した時に父親は管理する立場で、他の家族はその土地を離れたということ
である。
　　⑪　平林千枝子（尋６）「おわかれ」　（賞）
『赤い鳥』「綴方」にみる子どもたちが表現する家族
─ 95 ─
　　「私が一年生の時チブスがはやつて学校はお休みになりました。近所の病人の出た家に赤い札が
はり出された時はほんたうに恐ろしうございました。（略）その中でお父さまは朝から晩まで白
い服を着てかくりしやへ行つておいでになりました。家の前を死人をのせた車が一日に何度も行
つたり来たりして、それがだんだんにふえて来ました。私たちは恐ろしくなつて、長く住んでゐ
た弘前を、お父さまだけをのこして立つことにきめました。（略）私のすきな高谷の叔母さんと
わかれる時は、いくら泣いても涙が出て、汽車が停車場をはなれてからも、とめられませんでし
た。」（１巻５号、1918年11月）
　火事について次の作品がある。
　　⑫　豊田正子（尋６）「火事」（佳作）
　　「私が二年生で、向島の引舟通りにゐたときでした。（略）私が火の方を見ると、よく晴れた水色
の空に黒茶色の煙がぱあツと上つて、どんどん広がつて東京湾のやうな形になつた。（略）消防
手が、とび口をもつて、こちらにかけてきた。消防服がぐしよぐしょに濡れています。気味悪い
ほど赤い火の間から、黒い焼焦げの柱がちらツと見えた。（略）」（64号　1936年４月）
　豊田正子は、東京府南葛飾郡本田小学校４年の1932年10月から1935年７月までに綴方８編
が採用され、1934年９月の『赤い鳥』「通信」に本田尋常小学校 KO（大木顕一郎）が「豊田
正子の作をまた七月号で特選にお取り下さいまして深く拝謝いたしてをります」と書いている。
大木顕一郎の指導・編集・解説で豊田正子が４年生の時に書いた26編の「綴方」を収め、『綴
方教室』が出版され、1938年には舞台化、映画化もされ話題になった。豊田正子の文章は、
対象を鋭い感性を持ってとらえ、さらにその叙述は群を抜いていたといえる。本稿の目的は、
表現力の高低を分析することではないので、豊田正子の文章の一部を紹介するにとどめる。
　『赤い鳥』「綴方」に子どもたちは、さまざまな日常のあるいは特別な出来事を表現していた
ことがわかる。そして、子どもの表現には、小学校の担当教員の指導によるところも大きく関
連していたことはすでに指摘されてきたところであるが、本稿は、子どもの目を通して、子ど
もの表現から検討を試みるものであり、前述のように、作品全体の４分の１以上を占め、子ど
もの人間関係に最も密に関わる「家族」について、以下みていくことにする。
二　家族を描く──多様な家族のあり方を表現
　子どもたちが表現した「家族」は、具体的には、父親・母親、兄弟姉妹、祖父母、その他（叔
父・伯父、叔母・伯母など）であり、やはり両親、兄弟姉妹に関する記述が多い。そこで、ま
ず、父親・母親について、次に兄弟姉妹に関する綴方の具体的文章を紹介していく。
１　父親・母親について
　前述の⑦小池千代子「インコ」は、父に連れられて動物園に行った話であるが、父について
の記述には、酒飲みや暴力をふるう姿がある。
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　　⑬　原田栄三郎（尋５）「酒かひ」
　　「父は僕に酒をかうてこいといつたので、さつそく買ひに行きました。（略）こけたひやうしに、
手にもつてゐたびんがわれて、酒が道にながれました。（略）しかたがないので家にかへりました。
父はおこりだしました。そして僕の頭を二つ三つなぐりました。」（２巻１号、1919年１月）
　　⑭　安保さき（高等２）「父ちや」
　　「母が「また父ちや酔払つて来たね」と言うた。（略）足を袖に通して「殿様のお帰りでござるの
に寝るつて話があるか」と言つて又母の頭を突つく。（略）」（12巻５号、1924年５月）
　　⑮　佐藤キヨ（高等１）「父」
　　「お嫁にいつた姉さんが五年生の頃だつた。（略　父は）夜の七時頃、大した酔つぱらつて帰つて
来た。そして家に入ると、いきなり、「ミヨ、戸開けれ。今来たでや。」と大声で叫んだ。（略）
母は、しまひに乱暴されるかわからないと思つたのか、姉さんに「今、お母、お父ねるうち外さ
用たしにいつて来るから。」と言つて出かけた。（略）母は、「んがどに、なんぎかけて、すまね
すまね。」と言つてゐた。そして家に上ると、まづ着物を取替へて、妹に乳を飲ませてゐた。（略）
母はねるとき、酒飲親父だきや、持つもんでね、と姉さんに言つてゐた。今では長男の幸男が女
の中に一人生れたので、父も喜んでしまつて、酒をあんまり飲まなくなつた。」（64号、1936年
４月）
　父の失踪は、子どもの生活を左右する。高等小学校に通えるかどうかは、父にかかっている。
　　⑯　宮本みどり（尋６）「お父さん」（佳作）
　　「お父さんは去年の夏、あきなひに行くといつて出たきり、まだ音もたよりもありません。（略）
お母さんは「（略）もしかお父さんゐねぐなれば、東京の兄さんどこさ行くべすなア、み子」と
言つて、なみだをこぼしました。（略）私は「ひば、おれアどこ、学校さ何年入れる」と言つたら、
母ちやんは「お父さん来いば高等科さも入れるども、来ねアばことししか入れねア」と言つた。
まだお父さんはかへつて来ませんし、手紙も来ません。」（17巻４号、1926年10月）
　関東大震災後に父が帰宅し、喜びに沸く。
　　⑰　橋本満枝（尋６）「父の帰り」（賞）
　　「九月一日の大地震のため、近所の家はよろんだり、つぶれたりし、（略）幸、家ではたゞ少しよ
ろんだゞけで、よその家に比べると仕合でした。ところが、あやにくお父さんが商ばいの都合で
静岡県の方に三十一日の夜汽車でおたちになつた（略）今まで待つてゐたお父さんでした。」（13
巻２号、1924年８月）
　母の姿は、優しく賢い母や厳しい母などさまざまに描かれる。
　　⑱　柳沼照子（尋４）「綴方」
　　「ゆうべはおかあさんと二七のえん日の夜店を見に行つた。（略）大そうな人出であつた。妹のお
みやげにかはいらしい人形と、小さな日がさをかつた。」（１巻４号、1918年10月）
『赤い鳥』「綴方」にみる子どもたちが表現する家族
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　　⑲　樋口こう（尋５）「くやしかつたこと」
　　「夏の雨のふる日に、おいくさんのところへ遊びに行かうとしますと、お京が見つけて、「私も行
きたい、わたちも行きたい」と言ひました。（略）むりやりにおびでおぼつて、傘をさして出て
いきました。（略）石につまづいてころんでしまひました。（略）おかあさんははしつて来て、「そ
れ、だから下駄をはかせて行けといつたぢやないか」と、散々にしかつて、お京をだいていつて
おしまひになりました。（略）私はどろだらけになつて、くやしいやら、馬鹿らしいやら、ほん
とに泣きたくなりました。」（１巻３号、1918年４月）
　　⑳　赤萩きく（尋６）「小梅」
　　「（略）私の家の麦つけの時のことでした。何も手持ちがないので小梅を落して食べ食べ車の後を
ついて行きました。するとお母さんに「見ろ、入梅のきないうちから梅なんとたべてゐて、はら
なんといたくねつたつて、かまいはしないか、見ろ」と、さもにくらしげに言はれました。（略）
お母さんは、「そんなことぬかしやがつて」と言つたかと思ふと、真赤になつて、げんこつをこ
しらえて、はをくひしめて、こつんと私のあたまをなぐりつけた。私はいたいのとかなしいのと
一ぱいで、あたまをかゝへて、なみだをこぼしました。」（５巻３号、1920年９月）
　父が失踪し、母が妹を連れて再婚、残された著者は祖母に育てられている。
　　㉑　大村いち（高等１）「母」（賞）
　　「今から八年前に父はどうしたのか家を出て行つたきり、もう音も便りもありません。さうして
私と妹と母と三人でさびしく暮してゐた。（略）私が尋常二年生になつた頃でした。母は（略）
清川へよめに行くことになつた。（略）母と妹と二人馬車に乗つた。（略）その後は祖母さんに育
てられて、今は高等一年にもなつたのです。」（12巻１号、1924年１月）
　母の出産や病気も描かれる。
　　㉒　小笠原とみ（尋６）「お産」（佳作）
　　「（略）お母の方からは赤ん坊の泣声が聞えて来た。私はもう出来たのだと思つて、うれしくなつ
た。（略）家の中へはいると、父がかまだんから立つて来て「あまつ子できちやつたよ。」と笑ひ
ながら言つた。」（７巻１号、1934年１月）
　　㉓　植松咲子（高等１）「母の病気」（佳作）
　　「昨日私が学校から帰つて見ると、父が火ばちの前で、煙草をすつてゐた。（略）父に「お母ちや
んは」ときくと「気持ちが悪くて、奥にねてゐる」といつた。（略）学校へ来たが、母のことば
かり思つてゐる。」（17巻３号、1926年９月）
　離縁された母との再会もある。
　　㉔　小倉ます（尋６）「母」　（賞）
　　「私を生んだお母さんは、私が二つのときにりえんになつた。私はそれを知らないで今の母にそ
だてられてゐた。この三月であつた。（略）その後からをばさんが上つて来て「まあ大きくなつ
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たこと」といつてそばへより、私はあなたの母さんですよといつた。私はおどろいて後へさがつ
た。姉さんが口をそへてわけをきかしてくれたので、はじめて分つた。私はおもはず涙をこぼし
た。」（１巻３号、1918年４月）
２　兄弟姉妹について
　弟や妹がいれば、その面倒を見ること（子守）は当たり前であった。前掲の⑲樋口こう「く
やしかったこと」の作者も妹を「むりやりにおびでおぼつて」友達のところへ行こうとしたが、
雨でつまずいて、母に叱られ、母は妹を連れ帰ったのであった。弟や妹は時には疎ましいが、慕っ
てくると可愛く、病気になると心配になる。
　　㉕　桑名岬子（尋５）「お守」
　　「お母さんにしつかりと帯で弟をおんぶさしていただいて、本を持つて外へ出た。一頁二頁と読
んでゆくうちに、弟はこくりこくりと眠りはじめた。」（２巻３号、1919年３月）
　　㉖　白神幾久代（尋３）「私のいもうと」
　　「私のいもうとは、ごたいてんの日に生れました。（略）もう四つでございますから、ことばもよ
くわかつて、ねえさんねえさんといつてかはいらしうございます。」（２巻１号、1919年１月）
　　㉗　土谷きよ（尋３）
　　「私のうちの、いちばん小さいいもうとが、しばらくびやうきにかゝつてゐました。私は大そう
しんぱいしてゐましたが、七月六日の日から、すこしづゝかげんがなほりました。」（１巻４号、
1918年10月）
　兄や姉は、稼ぎ手であり、家を離れている場合も多く、帰省に喜び、病気の心配をする。
　　㉘　矢崎ますよ（尋５）「兄さんと鶏」　（賞）
　　「私の家には兄弟が八人をります。お父様はありません。（略）その次の兄さんたちは、毎年冬に
なると東京へ行きます。その時は、女ばかりになりますから、寂しうございます。」（１巻１号、
1918年７月）
　　㉙　大田喜美子（尋６）「おわかれ」
　　「今朝は兄さんが大阪の方へ奉公に行かれるので、お父さんやお母さんは、いそがしさうにいろ
いろ兄さんのために用意をしてをられた。お母さんは目のふちをまつかにして、着物やおびや足
袋などを入れたり出したりしてをられた。（略）」（５巻２号、1920年８月）
　　㉚　高野ケイ（尋６）「お兄さん」（佳作）
　　「去年の一月九日は、お兄さんが東京から帰る日だつた。私たちはお正月から、それを待つてゐた。
（略）お兄さんは家にゐたのが、たつた十日ぼつちで、一月の二十日に旭川の師団に入営しなけ
ればならなかつた。そして間もなく満州の守備隊として、五月十九日に、二千名の兵隊さんと一
しよに出征した。（略）お兄さんは今度いつた兵隊さんと交替で、満州を立ち、今船に乗つてこ
ちらへ向つてゐる。お兄さんもうれしいだらうが、私たちはもつとうれしい。（略）」（７巻６号、
『赤い鳥』「綴方」にみる子どもたちが表現する家族
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1934年６月）
　　㉛　木村かつの（尋６）「兄さんの病気」（佳作）
　　「兄さんは足がいたくて、はや七月ばかりもねてゐます。（略）おばあさんは「これはなにか、あ
やしいものがついてゐるにちがひない」と言つて、南の方から、一人のをがむ人をやとつてきて、
をがんでもらつた。（略）おばあさんも、ねこのお宮をまつつてゐるが、いつもこの頃は、あら
んでゐます。兄さんもやせて、かはとほねばかりになつてゐます。」（19巻１号、1927年１月）
　　32　甘粕周一（尋５）「姉さんのお帰り」　（特賞）
　　「私の姉さんは福島に糸とりにいつてゐます。私の母は前から病気で寝てゐました。（略）この間
少し医者に重く見られたので、姉さんに電報をかけました。（略）妹は、糸とりの姉さんといつ
てよろこびました。私もうれしくありました。」（２巻１号、1919年１月）
　　33　林茅里（尋５）「お姉様のお帰り」
　　「二十三日の午後八時頃、電報といふ声がした。見ると「アスタツハヤシ」とかいてある。姉様
からだ。うれしくてその晩はねられなかつた。お母さまはむかひにいらつしやるので朝早くお起
きになつた。」（４巻５号、1920年５月）
　　34　木村かつの（尋４）「ねえさん」（推奨）
　　「私のねえさんは、今治のぼうせきに行つてゐるが、このあひだ足がどうやら、立つてゐると、
すじがひきつけていたい、と言つた。おかあさんは、それではやすめといつた。しんしよう月に
かへらして、おかあさんがひねつて（もんで）やつた。（略）へやの先生は「（略）そんなにかへ
らさいでもよい」ち言つて、かへらせなかつた。（略）おかあさんのいふには「もう、うちには、
いらぬ子があつたつて、ぼうせきへは、やりはしない」と言つた。私は朝がきても夜がきても、
ねえさんのことばかり思ひます。」（16巻５号、1926年５月）
　ここでみてきた子どもたちが表現する家族は、穏やかで安定的というよりは、過酷である。
父は酒飲みで、酔うと暴力的になる。父が失踪すると家族の暮らしは破壊され、時に母は、幼
い子だけを連れ再婚し、児童は母や妹と別れ、祖母の家で暮らすことになる。兄姉は、家計補
助のため、働きにでて、家を離れる。兄たちが去ると女だけになって寂しいという。姉が紡績
で体を壊したが、家に戻してもらうこともままならず、母親は子どもを二度と紡績に行かせた
くないと嘆く。㉛と34は作者が木村かつので愛媛県越智郡波方小学校の生徒である。34の姉が
紡績で病気になったのが、小学校４年の綴方で、㉛の兄の病気平癒を願い、祖母が祈祷師を招
いたが、兄はやせ細っているというのが、６年生の綴方である。子どもたちは本当に両親や兄
弟姉妹の病気を心配している。音信が途絶えた父が関東大震災の難から逃れての帰宅は、心底
喜び、兄や姉の帰省も嬉しい出来事であり、素直に表現している。
三　「家族の死」を受け止め表現する子どもたち
　子どもたちが接する家族の姿の中で、最も過酷なことは、家族の死に直面することであり、
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そのことを綴方で表現している。子どもたちは「家族の死」をどのように受け止め、文章にし
ているのか見ていこう。
１　「家族の死」についての表現
　「家族の死」についての表現を前章同様、父親・母親、兄弟姉妹の順に紹介していく。
１）父親・母親の死
　まず、父親の死についての記述をみていく。
　　35　木村たよ（尋５）「死んだおとうさん」
　　「私のおとうさんは、りやうしで、みんなの人だちのやうに、からふとのやうなところに、たの
まれてゆきました。（略）ふねがひつくりかへつたさうです。…」（７巻１号、1921年７月）
　　36　香川よしゑ（尋６）「父の死後」（賞）
　　「私が京都にゐた時、お父さんは十九と十五と十三とになる三人の姉と六つの勇（兄さん）と、
それに四つの私と二つになる赤ん坊とをおいて死なれました。（略）大ぜいの子供はみんなちり
ちりによそへ出されてしまひました。一番上の姉は、はた屋へ行つて帰ると毎日お裁縫をしまし
た。次の姉は子守に出るし、兄の勇は七つの年、母の里の佐古へ行きましたが、一二年たつと戻
つて来ました。（略）その内、私も五つになり六つになつて若狭へ来ました。（略）実の母よりも、
下中のお母さんの方が私をかはいがつて下さいます。」（10巻１号、1923年１月）
　　37　若松きよ（高等２）「父」（推奨）
　　「大正六年の九月、私が九つの時、父は汽車に轢かれて死んだのでした。（略）停車場の前の店に
寄つて、酒を飲んで酔つた機嫌で線路を行つて轢かれたのださうです。（略）葬式の日、母も私
も白い着物を着て私に一膳飯を持たせ、自分は金の花をもつて行つた。（略）」（14巻３号、1925
年３月）
　母親の死は、出産と関連するものが多い。
　　38　小林しづの（尋４）「うちのおかあさん」（賞）
　　「うちのおかあさんは百二十いくにちとねてゐました。そして子をうむたびにきもちがわるいで
した。そしておいしやさまにみせましたら、（略）おとうさんが「しづ、おかあさんがなくなつ
たぞ」といひました。（略）よそのひとだちが「そんなにないてもへえ（はや）しんでしまつた
からないちよ」といひました。しんだ日は十月九日のばんで、十月十日におとむらいをしました。
そのことは大正九年のことでありました。」（６巻３号、1921年３月）
　　39　武田八千代（尋５）「学校をかへた私」
　　「私は去年お母さんに死なれて今はおばあさんの所から相川学校へかよつてゐます。（略）学校の
事はかなり馴れて来ましたが、いやでなりません。（略）おばあさんはもう六十すぎですし足が
弱いのですから、あんまり心配させるといけないとお父さんがいひましたから、私は、ひとりで
がまんしようと思ひます。」（６巻６号、1921年６月）
『赤い鳥』「綴方」にみる子どもたちが表現する家族
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　　40　高田むめ（高等１）「母」（推奨）
　　「私が一年生の頃、母は脚気に罹りましたが、まだそんなに悪くはならないうち、買ひ薬ばかり
飲んでゐました。そのうち子供を産んでから、産脚気になつて、段々歩けなくなつてしまひまし
た。（略）七重の病院につれて行くことになりました。誰も看病に行く人がないので、姉をやる
ことになつた。姉はその時、たつた尋常五年でしたが、（略）何ケ月か経つた後、帰つてくるこ
とになつた（略）わるくて医者から見離されたのだそうです。（略）すると母が死んだといふの
でした。（略）よそに働きに行つてゐた兄が、昼近くに来て母に手をかけて泣きました。（略）葬
式の朝になると、ミルクも飲まれなくなつて痩せおとろへてゐた末の子供も死んで、もう箱に入
れられてゐました。今おもひだしてもその時の悲しさは、どうしていゝかわからない程でした。」
（13巻６号、1924年12月）
　　41　島崎政雄（尋４）「母の死」（佳作）
　　「一月七日でした。神主さんが僕の家に来て神様ををがんだあとで酒をしました。そのときお母
さんは急に腹いたみがすると言つてねました。（略）五六日たつて女の子をうみました。その子
は死んで生れてきました。（略）お母さんは、（略）眠るやうに、何も苦しまないで死んでしまひ
ました。（略）お母さんを下して、みんながまきを立てゝ石油をかけて火をつけたらボウともえ
ました。（略）お母さんが死んでから一ケ月目に又三つになる子供がおたふく風にかゝつて一週
間で死にました。（略）お母さんのことを今思ひ出すと、かなしくなつて涙が出て来ます。」（19
巻１号、1927年１月）
２）兄弟姉妹の死
　兄弟姉妹の死は、その要因や経緯が比較的詳しく述べられている。死産や出産に伴う母親の
死は前述したが、乳児死亡率も高く、幼い乳児の弟妹の死も描かれている。
　　42　山本博子（尋６）「吉子の死」
　　「二人の妹が病気になりました。或晩五つの妹の方にはお母様がおつきになり、その下の、吉子
といふ赤ん坊には私がついてをりました。（略）私は疲れが出て、知らぬ間に寝たのでした。見
ると、お父さんとお母さんのあひだに吉子が冷たくなつて横たはつてゐました。（略）」（５巻３号、
1920年９月）
　　43　丸山文（尋５）「妹の死」
　　「四月十九日のおちやごろに妹が死にました。その日、村の人が妹のために千度まゐりをしてく
れるといふので、してもらひました。（略）おとうさんが火鉢のはたで目に涙をためて、「もう登
代子死んだよ。まあ、あがつて見たつてよ」といつたので、（略）」（９巻３号、1922年９月）
　　44　達子ふみ（高等１）「弟の死んだ晩」（佳作）
　　「三年前の秋のはじめ頃、私の弟は、四つになつて、急性腸カタルにかゝつて、たつた一日で死
んでしまひました。（略）お父さんは「どれどれあアあ、死んだ」と言ふと、お母さんはわアと
泣き出しました。（略）そのうちに、私たちの泣く声を聞いて、隣近所の人が入つて来ました。
隣のお母さんは「いたはし、あんちや、なくなつて、うんうん、なまいだなまいだ」と言ひまし
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た。（略）近所の人だちは団子をこしらへて、鹿清を北枕させ、菰の上に寝せて顔に白い布をか
けて、団子と花を上げました。今思ひ出しても、その時のことはありありと眼に浮んで来ます。」
（19巻６号、1927年12月）
　　45　田中しげ（高等２）「妹の死」（特選）
　　「三年前のことです。（略）あとのことはたのむす」といふのは父のこゑでした。そして父はさう
言つたまゝ出て行つたやうでした。（略）父がかへらないなら、母と私と妹を母の実家にやるや
うな話をするやうになりました。（略）私の父は二井田から、今の私の家に養子にもらはれてき
たので、ほんたうの子でないためか、祖父は酒を飲むと、父に道具をなくしたとか、銭を持つて
来ないとか言つて、ほりだし、出て行けといふのです。（略）こうして三年もすぎました。すると、
妹が病気になつて入院しました。（略）妹が生れると間もなく、みんな家から出て、死ぬときは
みんな家へ入りました。自分がぎせいになつて、みんなをまとめたやうにも思はれます。今では、
みんな、家にゐて、楽しく暮してゐます。」（復刊１巻４号、1931年４月）
　　46　津田常子（尋６）「兵隊になつた兄さん」
　　「兄さんがへいたいになつていつた後、いちねんたつて、すこしたつと、おもはぬ電報が来た。
父がひらいて見ると、兄さんが、りうかうせいかんぼうにかゝつたといふ電報であつた。又電報
が来た。それには二日に死んだとかいてあつた。（略）七時の汽車で父と私と兄とをぢさんと、
おぢいさんと五人で、こつをうけとりに行つた。（略）」（８巻５号、1922年５月）
　　47　有賀けさを（尋６）「死んだ姉さん」
　　「私の家の死んだ姉さんは、私の家のそうりやうでした。（略）わるい病気にかゝりました。その
病気はひとにきらはれるチビスといふ病気でした。（略）姉さんも死んだので、村の人たちをた
のんで、あちらの方へかついでおとむらいをしました。おかあさんは「しやうがないから二人の
子供をかはいがれ」と言ひました。」（10巻４号、1923年４月）
　　48　辻垣内つな（尋５）「姉の死」（賞）
　　「家に入つたら、病気でねてゐる姉さんが「かゝさま今死ぬ、かゝさま今死ぬ」と言つて、てき
ながつてをつたので、（略）お母さんは「もうだちかん」と言つて泣かさつた。（略）そこへお父
さんが町から帰つて来て、いろんな事をして見らさつたが何にもならなんだ。」（10巻６号、1923
年６月）
　兄の子どもの死亡と息子の誕生、さらに、祖父であり姉の父が亡くなる、祖母が亡くなると
いう記述もある。
　　49　江川君代（尋５）「兄やんの赤ん坊」（賞）
　　「内の兄やんの子は二人ながら女でしたが死んでしまつたのです。兄やんは「今度は男のばんやど」
と言つて楽しんでゐました。（略）昔風に伴蔵といふ大きな名前をつけて、ずゐぶんかはいがつ
てをります。」（11巻１号、1923年７月）
　　50　荒井豊栄（尋６）「おぢいさん」
『赤い鳥』「綴方」にみる子どもたちが表現する家族
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　　「うしろのおぢいさんは、前からの病気もちでした。ねえさんのお父さんになつてゐるのですが、
十三年の間、軽い病気をしてゐたのです。（略）おぢいさんは、もうなくなつてゐて、新しい手
ぬぐひが顔にかけてありました。家の中に組合の人達が幾人もよつてふかうの使に行く相談をし
てゐました。」（９巻５号、1921年11月）
　　 51　林富子（尋５）「死んだお祖母さま」
　　「私のうちに今年生きてゐれば六十九になるお祖母さまがありましたが、永い間病んで去年の五
月になくなつてしまひました。（略）お祖母さまは、もとこゝの家で教会をしてゐたのでそのと
きの聖書や讃美歌の本や、なにもかもみんな入れてやりました。お祖母さまを入れるときの顔は
真青でしたが、歯を出してにこにこと笑つてゐました。（略）家のお母さんたちは「たからのお
祖母さまをなくした」といつてゐますが、そのくらゐよいお祖母さまでした。」（54号、1935年
６月）
２　「家族の死」の受容
　綴方にしめる「家族」の割合が高いことは、前述したが、さらに、その中で、「病気」「怪我」
と直接タイトルに書かれているものが18点ある。「死」という言葉が入ったタイトルは、19点
ある（14）。このほか、タイトルに直接、「死」という言葉が入っていないが、家族の死を扱っ
た作品もみられる。37「父」、38「うちのあかあさん」、39「学校をかへた私」、40「母」、46「兵
隊になつた兄さん」、49「兄やんの赤ん坊」も家族の死を扱った作品である。
　何故、これほどまでに、家族の「病気」や「死」を扱った作品を掲載したのであろうか。選
者の鈴木三重吉は、「綴方は何でも子供の書きたいもの、換言せば子供が最も深く印象してゐ
ることを書かすのが一番いゝと言はなければなりません」（15）と述べており、子どもたちにとっ
て時には生活を一変させる衝撃を与える「家族の死」は、「最も深く印象してゐる」題材であっ
た。
　また、鈴木三重吉は、35木村たよ「死んだおとうさん」について「かき方はたどたどしいと
ころがありますが、その代り、どこまでも素朴な、実感的ないゝ作で、しみじみと哀れです。」
と述べ、40高田むめ「母」について「短い描写でもつて、一々の事態を、たゞれつくほど印象
づよく写してゐます。（略）感銘の把握が深く鋭いからです。」と述べ、作品を評価している。
　『赤い鳥』「綴方」掲載に至るのは、多くの場合、子どもの表現＝作文を学校の担任などが評
価して投稿しているのである。作文は、学校の宿題として出された。
　　 52　福地幸江（尋４）「お姉様と弟」（賞）朝鮮
　　「私はしゆくだいの綴方によい材料はないかと耳をすました。すると、おくの茶の間で、お姉様
と弟とが何か話してゐるのが聞える。「今日父兄会へ行つて、あなたのふだんのお行儀やお勉強
のしかたを先生からよくうかゞつてきましたよ。（略）」（３巻２号、1919年８月）
　そして、『赤い鳥』に掲載されることは、本人はもとより、豊田正子の担任が「深く拝謝」（前
述）したように、作文を指導する教員にとっても喜びであり、子どもたちを指導するやりがい
にもつながった。子どもにとってみれば、担任教員に評価され、雑誌の選者に評価されたので
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ある。それは、子どもの、自分の悲しみや寂しさ、厳しさを理解してもらえることであり、そ
ういう人の存在は、父親や母親という支えを失った心や気持ちに希望を与えてくれたと思われ
る。
　また、綴方は、時がたってから「深く印象」に残ったことを書いているものも多い。38小林
しづの「うちのおかあさん」は、「大正九年のこと」が翌年に掲載された。
　　 53　為国はる（高等１年）「母の死」（賞）
　　「私が六つになる春のことであつた。（略）お父さんは「お母さんが車から落ちたとき、馬に踏ま
れて死んだのだよ」と知らせた。（略）今はお父さんと弟と、私と三人で寂しく暮してゐる。（略）」
（10巻１号、1923年１月）
　上記の綴方は、高等科１年生の為国はるが、６歳の時に母が亡くなった。その母を思う作品
である。過去のこととして振り返っており、その点では客観化できているといえよう。それで
も、父と弟の３人では「寂しく暮らして」いて、母親がいれば日々笑いの絶えない家庭であっ
たかもしれないのであり、鈴木三重吉は、「為国さんの「母の死」の中のお母さまは本当にお
気の毒です」と講評した。
　以上のように、子どもたちは、他者に読まれることを想定して、深く強く心に残る「家族の
死」を綴方とすることによって、担任教師や雑誌の選者に評価され、心の痛みを理解してもら
えるという孤独感からの解放を得られた。また、出来事を客観化することにより、自分の置か
れている位置を認識できたといえよう。綴方として世に出すことは、「家族の死」を拒否して
触れないのではなく、これからの自分を認め、「家族の死」を受容することにつながったとみ
ることができる。
おわりに
　『赤い鳥』が発刊されていた時代は、乳児死亡率が高く、1922年全国平均乳児死亡率は157.9
であり（16）、平均寿命も短く（1921年～25年男性42.06歳、女性43.20歳）、人の「死」は現
在よりずっと身近に存在していた。
　綴方の子どもの表現は、多産多死の現実を反映し、兄弟姉妹の「死」として現れ描かれたの
である。また、「弟妹」の世話は、姉（女児）の当然の「仕事」で、ときには疎ましくなるが、
基本的には可愛がった。
　「子ども時代」の謳歌は、裕福とは言えなくても、多くの場合、両親（保護者）の庇護のも
とで実現する。「家族の死」とくに父親・母親の死により、家族が崩壊する場合もあり、その
様子が子どもたちによって表現されたのである。父親の働きで成り立っていた経済状態が、「病
気」や「死」により貧困になり、家計が維持できなくなる。母親により維持されてきた生活が
不安定になり、子どもは、祖父母や親せきの家、あるいは養子に出されることもあった。兄や
姉も家計補助のため、紡績や種々の場所に働きに出ていった。現在でも、同様なことは起こっ
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ているが、前述のように、乳児死亡率の高さや、出産に伴う母親の死、平均寿命の短さなどは、
よりこの時代が厳しかったことを示しており、その中で子どもたちは、表現者としてその存在
を示した。
　課題としては、全体として女子の作品が多いが、ジェンダー的な視点からの分析は全くでき
ていないことがあげられる。「弟妹の世話」は「女児の仕事」と述べたが、「弟妹」を「おんぶ
ひも」でおぶる男児の姿は出てきていないが、それだけで男女児の性差については語ることは
出来ず、比較方法の検討を含め、今後の課題である。
　また、近代は「子どもの誕生」の時代と言われ、子どもが好奇心旺盛で、躍動し、さまざま
なことを遊びにかえてしまう力があり、そのような「子ども力」を見出すことができるとおも
われるが、本稿では、過酷さや厳しさ、生活の大変さ、寂しさといった負の側面が強調されて
しまったといえる。綴方を素材としても、もっと明るく、楽しく、躍動的な子どもたちの姿を
描くことはできると考える。「子どもの表現」をテーマとして、「綴方」を検討してきたが、もっ
と豊かな子どもの姿をとらえる視点も必要であろう。
　さらに、今回は『赤い鳥』を資料としたが、鈴木三重吉の個人的資質によるところも大きく、
「子どもの表現にみる家族」という課題は、同時代の他の児童雑誌や少女雑誌を検討する必要
もあるといえよう。それらは今後の課題としたい。
註
⑴ 2018年７月25日に豊島区立目白図書館を訪ね、「赤い鳥」資料室を見学し、アートスペースの
写真撮影を許可していただいた。また、「赤い鳥社・鈴木三重吉旧宅跡」などについて、ご教
示いただいた。お礼申し上げる。
⑵ 索引は、作家・画家・詩人・作曲家に続き、「投稿者」が設けられ、綴方が採用された子ども
たちも五十音順に掲載されている。なお、1979年２月発行の日本近代文学館「「赤い鳥」復刻
版解説・執筆者索引」の執筆者索引は、「投稿作品（綴方・童謡・絵話など）のみの作者は、
原則として収録を省略」している。
⑶ 中公新書、1998年。河原は、文学論・児童文学論からのアプローチではなく、社会学的アプロー
チを行っており、ジェンダーへの配慮、作家・作品研究もあるが、『赤い鳥』と『少年倶楽部』
の比較をしたうえで、「男性文化としての童心主義」（p. 166）としている。
⑷ 京都大学大学院人間・環境学研究科歴史文化社会論講座編『歴史文化社会論講座紀要』８号、
2011年２月、64頁。
⑸ 『日本保育学会大会発表論文集』2003年、第56回日本保育学会大会、272～273頁。
⑹ 広島大学教育学部編『広島大学教育学部紀要』19号、1970年。「雑誌「赤い鳥」入選綴り方作
品の基礎研究その２」『広島大学教育学部紀要』20号、1971年。
⑺ 愛媛大学教育学部国語国文学会『愛媛国文と教育』14・15号、1983年７月。
⑻ 龍谷学会『龍谷大学論集』449号、1996年12月、159頁。
⑼ 「子ども」表記について、文部科学大臣下村博文の指示により、2013年６月下旬から公用表記
を「子供」に統一したが、戦後、漢字の「供」は小学校６年生で学習することもあり、「子ども」
を使用してきたという歴史的経緯があり、本稿も「子ども」を使用する。また、女学校生徒は
「少女」と位置付けられ、1990年の本田和子『女学生の系譜─彩色される明治』（青土社）を
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嚆矢として、今田絵里香『「少女」の社会史』（勁草書房、2007年）、『〈少女〉像の誕生：近代
日本における「少女」規範の形成』（新泉社、2007年）など「少女」論が盛んに発表されてい
るが、本稿では、「子ども」を分析対象としたため、女学校生徒は除いた。同時に「女学校」
とジェンダー的に対である「中学校」も対象から除いた。
⑽ 1918年の創刊当時は「募集作文」としており、翌年には「綴方」という名称が使用されてい
るので、本稿では、児童・生徒の作文で掲載されたものを「綴方」として扱う。
⑾ 木下紀美子「雑誌「赤い鳥」入選綴り方作品の基礎研究」『広島大学教育学部紀要』19号、57頁。
⑿ 前掲木下論文によると、綴り方は、「石川・徳島の両県が１編もない」というが、沖縄につい
ては、統計表（61頁）にも記載されていない。また、「地域ごとに、入選作品の多い順に、学
校名、児童・生徒名をあげ」ているが、統計表にある「満州・樺太・朝鮮・台湾」については
触れられていない。
⒀ 学年についての表記は、尋常小学校１年を尋１とし、高等小学校１年を高等１と表記する。
⒁ タイトルだけを羅列すると、「死んだ姉さん」「死んだ弟」「父の死後」「母の死」「死んだおと
うさん」「お父さんの死」「母の死」「おばあちゃんの死」「弟の死んだ晩」「母の死」「姉の死」「父
の死」「死んだお祖母さま」「死なれた母」「お祖父さんの死」「妹の死」「祖父の死」「吉子の死」
「をばさんの死」であり、父４、母４、姉２、弟２、妹２、祖父２、祖母２、おば１である。
⒂ 「綴方の研究（一）」『赤い鳥』３巻５号、1919年11月。
⒃ 樋上恵美子『近代大阪の乳児死亡と社会事業』大阪大学出版会、2016年、９頁。大阪市の乳
児死亡率は226.0とさらに高かった。
〈付記〉
　本稿は、2018年３月25日に開催された「総合女性史学会2017年度大会」での報告を基に、『赤い
鳥』に掲載された子どもたちの綴方に焦点を絞って執筆したものである。大会テーマは「歴史にみ
る子どもをめぐる諸問題」であり、古代・中世・近世・近現代からの報告がなされ、石月は、近現
代報告を「近代における子どもへのまなざしと子どもの意識」というテーマで行った。
　『赤い鳥』「綴方」は、旧漢字で書かれているが、当用漢字に改め、旧仮名遣いはそのまま使用し
たことをお断りしておく。また、繰り返し記号は、ひらがな等に書き改めた。
（受理日　2018年８月22日）
